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民生委員・児童委員活動に尽くした方々に感謝の意を表すとともに、岡山県ではじまった民生

委員制度の歴史と伝統を引き継ぎながら、今後の民生委員・児童委員活動に一層の努力を誓う

ことを目的に開催します。 

 

１ 日 時 

令和６年１０月３１日（木）13時～1６時 

 

２ 場 所 

岡山芸術創造劇場ハレノワ 大劇場（北区表町三丁目） 

  

３ 内 容 

○式 典  ／ 岡山市長感謝状贈呈 

岡山市民生委員児童委員協議会会長表彰 

岡山市社会福祉協議会会長表彰 

大会宣言 など 

○表彰者数／岡山市長感謝状 ３名 

岡山市民生委員児童委員協議会会長表彰 ８名 

岡山市社会福祉協議会会長表彰 1５名 

○講 演   ／講師 日本赤十字社岡山県支部 井上 美咲子 氏 

演題「認知症を学んで 加齢なる人生 皆で華麗にご一緒しま専科 

    ～あなたの「功労」＋「抗老…アンチエイジング」～」 

 

４ その他 

  参加者は主に岡山市民生委員・児童委員約1,000名です。 

（岡山市民生委員・児童委員の定数1,242名） 

被表彰者の一覧ほか、詳細については、別添開催要綱等をご参照ください。 

 

 

令和６年度 岡山市民生委員・児童委員大会を 

開催します 

【問い合わせ先】                    
岡⼭市 福祉援護課 松本・⽇笠  直通086-803-1218 内線5450・5453 
 



 

令和 6 年度 岡山市民生委員・児童委員大会開催要綱   
 

１ 趣 旨      これまでにない高齢化の進行や不安定な経済・雇用情勢、働き方や

家族構成の変化など、様々な要因により地域コミュニティの希薄化が

加速する中、地域では多種多様な福祉課題により生活に困難を抱える

人々が増加しています。生活困窮者自立支援制度によるきめ細かなセ

ーフティネットの構築や、子ども・子育て支援制度による子育て世代

への支援拡充など福祉制度の充実が図られていますが、さらなる福祉

ニーズへの対応や公的サービスをうまく利用できない方の支援のた

めに、さまざまな専門機関や団体が連携し取り組むことが求められて

います。 

民生委員・児童委員は、地域で困難を抱える人々の発見と支援、行

政など専門機関への橋渡し、さまざまな専門機関や団体との連携に一

層柔軟に取り組むことを通じて、地域における支えあいの構築を推進

していかなければなりません。 

 本大会は、民生委員・児童委員活動に尽くされた方々に感謝の意を

表すと同時に、岡山県ではじまった民生委員制度の歴史と伝統を引き

継ぎながら、今後の活動への一層の努力を誓うことを目的に開催する

ものです。 

２ 主 催   岡山市・岡山市民生委員児童委員協議会 

３ 共 催   社会福祉法人 岡山市社会福祉協議会 

４ 会 場   岡山芸術創造劇場ハレノワ大劇場（岡山市北区表町 3 丁目 11-50） 

５ 日 時   令和 6 年 10 月 31 日（木） 午後 1 時 00 分～午後 4 時 00 分 

６ スケジュール   12:00     13:00  13:20  13:50 14:00          15:50 16:00 
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■ 式 典 

（1）市長感謝状贈呈 

（永年勤続） 

民生委員・児童委員歴通算 24 年以上 

（2）岡山市民生委員児童委員協議会会長表彰贈呈 

（永年勤続表彰） 

民生委員・児童委員 通算 15 年以上 

                （3）岡山市社会福祉協議会会長表彰贈呈 

 

■ 講 演 

講演   認知症を学んで 加齢なる人生 皆で華麗にご一緒しま専科 

    ～あなたの「功労」＋「抗老…アンチエイジング」～ 

    〔講師〕日本赤十字社岡山県支部 井上 美咲子 氏 

 



被 表 彰 者 名 簿  

 

市 長 感 謝 状   

○地区民生委員児童委員協議会会長 （地区副会長を含めて在職 12年以上 1名） 

  弘 西 地区  三宅 多惠子 

 

○民生委員･児童委員        （在職 24 年以上 2 名） 

      内山下 地区  松浦 利子     出 石 地区  辻 清美 

 

 

 岡 山 市 民 生 委 員 児 童 委 員 協 議 会 会 長 表 彰   

 永年勤続表彰  

 ○地区民生委員児童委員協議会会長  （地区副会長を含めて在職 9年以上 1名） 

   弘 西 地区  三宅 多惠子 

 

○民生委員・児童委員       （在職 15 年以上 7 名） 

石 井 地区  藤井 弘      可 知 地区  宗政 富美男 

灘 崎 地区  岩﨑 久美子    福 浜 地区  森 廣子 

幡 多 地区  吉房 順治      西  地区  村 欣二 

鹿 田 地区  井上 秀樹 

 

 

岡 山 市 社 会 福 祉 協 議 会 会 長 表 彰 （15 名） 

南 輝 地区  大森 昌子     深 柢 地区  万代 順子 

芳  明 地区  豊澤 喜美子    南 方 地区  河田 悦子 

財 田 地区  吉長 千明     御 野 地区  秋庭 明子 

御 野 地区  田村 京子     雄 神 地区  石井 公博 

雄 神 地区  岡本 佐和子    幡 多 地区  原 雅惠 

幡 多 地区  西村 美智子    幡 多 地区  片岡 美恵子 

三 勲 地区  槙野 浩二     弘 西 地区  古川 順子 

伊 島 地区  小川 典子 

 

 

 



● 大 会 宣 言（案） 

 現代社会において、高齢者単身世帯の増加による人間関係の

希薄化等を要因として地域コミュニティでの支え合い機能が低

下する中、高齢者を狙った特殊詐欺被害、認知症、児童虐待や

貧困家庭、ヤングケアラー、いじめや不登校など、様々な福祉

課題に直面しています。 

 このような社会状況において、「支え合う 住みよい社会 地

域から」をスローガンに、地域全体で支え合う、安全で安心な

福祉のまちづくりの推進を図るため、民生委員・児童委員は、

最も身近な相談相手として地域で困難を抱える人々の見守りや

支援を行うとともに、行政や専門機関とのつなぎ役として、尽

力していかなければなりません。 

我々は、全国に先駆けて岡山県で創設された済世顧問制度発

祥の地としての誇りを持ち、その伝統と社会奉仕の精神を受け

継ぐとともに、民生委員・児童委員活動において一層の努力を

することをここに宣言します。 

 

 

令和 6 年 10 月 31 日 

令和 6 年度 岡山市民生委員・児童委員大会 


